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お知らせ６月
（
雨
天
時
・
総
合
体
育
館
）

■
定
員

　

先
着
50
名
（
要
予
約
）。
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
お

子
様
は
必
ず
保
護
者
の
方
と
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※
当
日
受
付
に
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

■
講
師

　

三
浦
さ
お
り
（
日
本
ヨ
ー
ガ
禅

道
友
会
所
属
）

■
持
参
物

　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
主
催

　

三
宅
商
事
・
Ｓ
Ｙ
ス
ポ
ー
ツ
施

設
共
同
企
業
体

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
総
合
体
育
館
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場
・
総

合
体
育
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
２

　

０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
３

　

info@
sports-oshim

a.com

海
辺
の
教
室

　

海
辺
に
い
る
水
生
生
物
な
ど
を

採
集
・
観
察
し
、
海
や
自
然
の
豊

か
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
採
集

し
た
水
生
生
物
は
、
紹
介
文
を
作

成
し
、
な
ぎ
さ
水
族
館
で
「
ミ
ニ

水
族
館
」
と
し
て
1
週
間
程
度
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
活

用
し
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。

■
日
時

●
第
１
回
教
室

　

7
月
31
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
第
２
回
教
室

　

8
月
17
日
㈯

　

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

※
雨
天
中
止
（
予
備
日
を
設
け
て

い
ま
す
。
日
時
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
申
込
要
領
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。）

■
場
所

　

な
ぎ
さ
水
族
館
近
く
の
海
岸

■
定
員

　

各
回
先
着
15
名
（
小
学
生
の
保

護
者
・
引
率
者
を
除
く
）

※
小
学
生
は
、
保
護
者
と
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　

小
中
学
生　
　

１
０
０
円

　

高
校
生
以
上　

２
１
０
円

　
（
水
族
館
入
館
料
）

■
持
参
品

　

昼
食
、
海
へ
入
る
こ
と
が
で
き

る
服
装
と
着
替
え
、
長
靴
な
ど
靴

底
が
丈
夫
な
靴
（
サ
ン
ダ
ル
不

可
）、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
熱
中

症
・
日
焼
け
対
策
（
飲
み
物
、帽
子
、

日
焼
け
止
め
な
ど
）、
軍
手
（
子
ど

も
用
含
む
）

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
お
よ
び
申
込
要
領
は

生
活
衛
生
課
に
備
え
付
け
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

第
1
回
教
室　

7
月
17
日
㈬

　

第
2
回
教
室　

8
月
2
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
４
７
９
９
‐
１

　

生
活
衛
生
課 
生
活
衛
生
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

　

０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
３

　

seikatsu@town.suo-oshim
a.lg.jp

℻ﾒｰﾙ

℻ﾒｰﾙ

　テレビなどでよく耳にするようになった「あおり運転」。危険な「あおり運転」は、
取り返しのつかない事故につながることもあります。道路を安全・快適に利用す
るために、周りの車の動きなどに注意して、安全な運転をお願いします。

あおり運転とは…

●著しく前の車に割り込む行為
●危険な進路変更で並走している車の前に割り込
　む行為
●執拗にクラクションを鳴らす行為
●車体を極めて接近させて走行する行為
●不必要な急ブレーキや連続するハイビーム
をいいます。これらの行為は、道路交通法違反に該
当する場合があります。
　また、「あおり運転」によって交通事故が起きてし
まった場合や非常に悪質な場合には、道路交通法よ
りも刑罰の重い法律が適用されることもあります。

あおり運転された時は

●相手の挑発に乗らないようにしましょう。
● 110 番通報し、トラブルの状況等を正確に伝え
　ましょう。
●相手が車から降りてきてもドアや窓は開けず、車
　内はロックしましょう。
※ドライブレコーダーなどの映像は、事件・事故の
際の有力な証拠となることから、事後の備えのため
にも有効に活用しましょう。
　「あおり運転」をしない、遭わないために、自分
自身が気持ちや時間にゆとりを持ち、相手を思いや
る気持ちを忘れずに運転しましょう。

「あおり運転」等の悪質・危険運転の防止
柳井警察署だより

　問周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110


